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 (第1報)
 宮城県の腸管内寄生虫集団検診および駆虫については,黒川ら(1949)をはじめ高仲
 (1965,19乙σ),山形ら(1964・1964,1952)'移川ら(1965)・八
 重樫(1964)の報告がある。私は昭和58年より同40年まで,宮城県の学童沿よぴ一般住民
 を対象として集団検便かよび駆虫を行ない次の成績を得た。1)昭和58年から同40年までの
1
 宮城県の腸管内寄生虫卵陽性率は,一緯住民ではそれぞれ2Z8%,21、5%,160%,学童
 ではそれぞれ16.8%,21'5%,157%となり,学童では昭和59年に増加したが逐年的に
 減少している。2)年次毎の虫種別感染率をみると,一般住民では回虫感染率はそれぞれ15・1
 %,1五9%,1α5%,鉤虫感染率はそれぞれ2.5%,Z5%,.1.5%,鞭虫感染率はそれぞ
 れa8%,ag%,64%,肝吸虫感染率はそれぞれ0.6%,巳67%,0、82%で,肝吸虫感
 染率を除いて逐年的に減少した。学童では回虫感染率はそれぞれ1描.1%,14.1%,90%,
 鉤虫感染率はそれぞれα5%,a4%,0.1%,鞭虫感染率はそれぞれZ5%,1α5%,6・2
 %,肝吸虫感染率はそれぞれ0・1%,0・15%,0鵡6%で,昭和59年にやや増加し・綜合陽
 性率と似た成績を示した。また学童では一般住民より各虫種別の感染率は逐年的により低値にな
 っている。5)回虫感染者を地域別にみると,県北から県中部の太平洋沿岸,内陸平野あるいは声、Ll
 山間地域に多く分布し,県南部の太平洋沿岸と内陸平野あるいは山間地域で少ない。鉤虫感染者
 は県南部の太平洋沿岸から内陸平野,山間地域かよび県中部の内陸地域に多く分布し,県中部か
 ら県北にかけての内陸平野,山間地域で少なく,回虫感染者と相反した分布相を示している。ま定1
 た鞭虫感染者はほぼ回虫感染者と似た分布を示している。4)市町村別では,虫卵陽性者は松黒
 町,鳴瀬町,石越町誇よび豊里町で高率になり,仙台市,中新田町では低率である。虫種別には
 回虫感染率は鳴瀬町,石越町むよび豊里町で高率で,気仙沼市,秋保村で比較的高く,仙台市,
 中新田町では低率である。鉤虫感染率は角田市,名取市,蔵王町,村田町および亘理町で高率で,
 鳴瀬町,秋保村で比較的高く,仙台市,気仙沼市,大衡村,河南町,築舘町むよぴ豊里町では低
 率である。鞭虫感染率は石越町,豊里町かよぴ鳴瀬町で高率で,松島町,河南町,気仙沼市で比
 較的高く,白石市,角田市むよぴ中新田町では低率である。.5)集団駆虫では,回虫は年1回駆
 虫の場合より年2回の場合に効果は大きぐ,再感染による増加があっても動きは小さい。鈎虫は
 集団駆虫の効果は大きく,再感染も比較的に少支い。鞭虫は駆虫方法にな齢問題があり,好成績
 は期待し難い。蟯虫は再感染が比較的に多い。
 (第2報)
 宮城県の学童について回虫集団駆虫を行なったが,対象は田代小学校(以下田代小と称す)学
 童112名,山下第2小学校(以下山下2小と称す)学童1'88名および川崎第2小学校(以下
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 川崎2小と称す)学童1ア1名,計471名で,昭和58年から同40年まで,春季,晩秋むよ
 び冬季に年5回,個人別に集検成績を追跡し,回虫卵陽性者はサントニン,カィニン酸合剤により
 り集団駆虫を行ない,再感染率かよぴ陽性率の前年度との差の内容も検討した。1)全期間を通
 じてr度以上回虫卵陽性だつた、者は総数471名中208名,44.2%で,田代小では対象112'
i
 名中58名,54.8%,山下2ン1・では対象188名中80名,42.6%,川崎2小では対象171
 名中90名,52.6%である。2)年間陽性率は,総数では昭和58年から同40年までそれぞ
 れ5α8%,1a5%・14・2%,田代小は昭和58年・同59年の2年間でそれぞれ22・5%,
 1Z7%,山下2小ではそれぞれ22.5%,14.9%,143%,川崎2小ではそれぞれ42.1
 %,22.2%,155%で,山下2小は昭和59年,同40年の2年間同率になったほか,いず
 れも逐年的に減少した。3)他寄生虫卵を同時に認めた者の成績は,総陽性考208名中95名,
 44.ア%,総陰性者26ろ名中59名,22.4%で,両者聞に差を認め,虫種別には十二指腸虫,
 鞭虫および両虫種混合感染者となる。4)回虫卵陽性率を各校別にみると,田代小では2年間の
 成績で1年生の40.7%,2'年生の251%,山下2小そは5年間の成績で1年生の52.2%,
 3年生の256%,川崎2小では5年間の成績で3年生の5a5%,1年生の453%がそれぞ
 れ最高率と最低率になった。また年間を通じて5校共に春季に高率で晩秋から冬季に減少する傾
 向を示した。5)再感染率は田代小では11.6%,山下2小ではそれぞれ10.1%,"、2%.
 川崎2小ではそれぞれ5.8%,一6.4%で,各校で異たっている。6)前年度の陽1生者で次年度に
 陰転したいわゆる駆虫効果の認めた例数と,陰性者で陽転したいわゆる再感染例数とで,対象に
 対する百分率を求めて差を算出すると,前年度と次年度の陽性率差を示し,その集団での再感染
 率を上まわる陰転率を示している。すたわち逐年の集団検診で得られた陽性率を構成する内容を
 示し,①再感染率の高低,②陰転率の多少により左右され,集醐駆虫を行なう場合の指標とたり
 む得る数値(以下指標数と称す)と考えられ,一田代小では昭和59年に4、4%,山下2小では昭和
 59年に10.6%,同40年に0%,川崎2小では昭和39年に199%,同40年に8.ア%で
 ある。山下2小と川崎2小で,再感染率は両校間に差を認めるが,年度別にはほとんど差はない。
 しかし指標数ではいずれでも差を認める。今両校で前年度と次年度の指標数の差をみると山下2
 小は1a6%,川崎2/1・は11.2%でほとんど差はなく,すなわち,同一方式で集団駆虫を行左
 えぱ,再感染率の異なる集団で,ほぼ同じ効果を認められることを表現しているものと考える。
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 審査結果の要旨
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 著者は第1報では,昭和58年より同40年まで,宮城県の学童語よび一般住民を対象として
 集団検頓知よび駆虫を行ない次の成績を得た。すなわち昭和58年から同40年までの宮城県の
 腸管内寄生虫卵陽性率は,一般住民ではそれぞれ22.8嘱,2t5%'16,0%,学童ではそれ
 ぞれ嘆6,8%,21.5%,157%となり,学童では昭和59年に増加したが逐年的に減少して
 いる。回虫感染者を地域別にみると,県北から県中部の大平洋沿岸,内陸平野あるいは山間地域
 に多く分布し,県南部の大平洋沿岸と内陸平野あるいは山間地域で少ない。鉤虫感染者は県南部
 の大平洋沿岸から内陸平野,山間地域および県中部の内陸地域に多ぐ分布し,県中部から県北に
 かけての内陸平野,山間地域で少なく,回虫感染者と相反した分布相を示している。また鞭虫感
 染者はほ讐回虫感染者と似た分布を示している。集団駆虫では,回虫は年1回駆虫の場合より年
 2回の場合に効果は大きく,再感染による増加があっても動きは小さい。鈎虫は集団駆虫の効果
 は大きく,再感染も比較的に少ない。鞭虫は駆虫方法にたむ問題があり,好成績は期待し難い。
 蟯虫は再感染が比較的に多い。著者は第2報では宮城県の学童について回虫集団駆虫を行ない医
 の成績を得た.前年度の陽性者で次年度に陰転したいわゆる駆虫効果の認めた例数と,陰性者で
 陽転したいわゆる再感染例数とで,対象に対する百分率を求めて差を算出すると,前年度と次年
 度の陽性率差を示し,その集団での再感染率を上まわる陰転率を示している。すなわち逐年の集
 団検診で得られた陽性率を構成する内容を示し,①再感染率の高低,②陰転率の多少により左右
 され,集団駆虫を行なう場合の指標となり得る数値と考えられる。また同一方式で集団駆虫を行
 なえば,再感染率の異なる集団でほy同じ効果を認められることを表現しているものと考える。
 依って,本論文は学位を授与するに値するものと認む。
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